
 - 1 -

  
(財)財務会計基準機構会員 

 
平成19年11月７日 

各  位 
 
                       会  社  名  ジーエルサイエンス株式会社 
                       代 表 者 名  取締役社長    森  憲 司 
                                （コード番号：7705東証第二部） 
                       問 合 せ 先  取締役管理本部長 高 橋 良 彰 
                                （Ｔ Ｅ Ｌ   03-5323-6633） 
 

平成20年３月期通期（連結･個別）業績予想の修正に関するお知らせ 
 
当社の通期業績につきまして、上期実績および最近の業績動向を踏まえ、平成19年5月14日付当社「平成

19年３月期決算短信」にて公表いたしました業績予想を、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 
 
記 

 
１． 平成20年３月期 通期連結業績予想の修正（平成19年４月1日～平成20年３月31日） 

（単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ２０,４３７ １,７６７ １,７６１ ９９９

今回修正予想（Ｂ） １８,４９５ ９６６ ９５７ ７０３

増  減  額（Ｂ－Ａ） △１,９４２ △８０１ △８０３ △２９５

増  減  率（％） △９.５ △４５.３ △４５.６ △２９.６
(ご参考) 
前期 (平成19年３月期) 実績 １８,９７５ １,３０１ １,３８３ ５９２

 
２．平成20年３月期 通期個別業績予想の修正（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

（単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） １４,９８０ １,４４０ １,４６８ ８７４

今回修正予想（Ｂ） １３,３００ ７７２ ８０８ ６３０

増  減  額（Ｂ－Ａ） △１,６８０ △６６７ △６５９ △２４３

増  減  率（％） △１１.２ △４６.３ △４４.９ △２７.９
(ご参考) 
前期 (平成19年３月期) 実績 １３,８００ １,２０７ １,３６３ ７２３
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３．修 正 理 由 
 修正理由につきましては、個別・連結の順で記載しております。 
（１）平成20年３月期通期個別業績予想の修正について 

  自動認識事業は売上、利益とも期初計画を達成できる見込です。 
一方、分析機器事業では、国内市場の停滞から装置中心に引き続き需要は低迷すると予想され、競争 

の激化に伴う利益率の低下も懸念されるため業績は各項目とも期初計画を下回る見込となっております。 
このため、全体で上記のとおり個別業績の予想を修正いたしました。 

 
（２）平成20年３月期通期連結業績予想の修正について 
    半導体事業では、当社子会社テクノクオーツ株式会社（コード番号：5217）が本日平成19年11月７

日発表のとおり、受注に回復の兆しが見られることから売上は相応に確保できるものの、原材料価格が

高水準で推移する一方激しい受注競争が続くため売上総利益率の低迷を余儀なくされる見込です。その

上中国現地法人では下期において操業度低下に伴う売上総利益率の悪化が予想されるため、業績予想の

修正を行っております。 
    また、当社子会社ATAS GL International B. V.は通期で黒字化できるとはいえ、期初計画を若干下回

る業績を見込んでおります。 
    個別業績予想にこれらを総合し連結の業績予想を修正いたしました。 
 
                                            以  上 


